
　

1
9
2
3
年
、
昭
和
丸ま
る

筒つ
つ

の
前
身
で
あ

る
「
佐
藤
紙
器
工
業
所
」
を
設
立
し
た
の

は
佐
藤
秀
雄
氏
だ
。
主
と
し
て
電
気
業
界

に
販
路
を
求
め
、
乾
電
池
の
外
装
用
の
手

巻
き
筒
を
生
産
し
事
業
規
模
を
拡
大
す
る
。

　

創
業
者
は
ア
イ
デ
ア
マ
ン
だ
っ
た
。
た

と
え
ば
昭
和
初
期
に
発
売
し
た
「
国
旗
入

れ
の
筒
」。
紙
の
筒
は
回
転
式
で
、
使
っ

た
後
、
目
盛
り
を
1
つ
進
め
て
お
く
と
、

次
に
国
旗
を
掲
揚
す
る
祝
日
が
表
示
さ
れ

る
仕
組
み
だ
っ
た
。
い
ま
で
い
う
リ
マ
イ

ン
ダ
ー
機
能
を
搭
載
し
て
お
り
、
特
許
も

取
得
し
、
よ
く
売
れ
た
と
い
う
。

　

戦
後
に
な
っ
て
繊
維
業
界
向
け
に
進
出
。

糸
を
巻
く
た
め
の
紙
ボ
ビ
ン
を
開
発
す
る

と
、
こ
れ
が
大
ヒ
ッ
ト
す
る
。
当
時
、
伸

び
て
い
た
化
学
繊
維
用
で
、
強
度
を
は
じ

め
他
社
製
品
と
の
性
能
優
位
性
が
認
め
ら

れ
、
受
注
が
拡
大
し
た
。

　

そ
の
後
、
建
設
や
物
流
業
界
向
け
な
ど

事
業
領
域
も
広
が
り
、
現
在
は
多
種
多
様

な
製
品
を
擁
す
る
総
合
パ
ッ
ケ
ー
ジ
メ
ー

カ
ー
に
成
長
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
が
普

段
目
に
す
る
食
品
ラ
ッ
プ
用
の
紙
筒
、
ポ

テ
ト
チ
ッ
プ
ス
な
ど
の
菓
子
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
使
わ
れ
る
円
筒
容
器
を
は
じ
め
、
ト

ッ
プ
シ
ェ
ア
の
製
品
も
多
い
。

　

現
在
、
昭
和
丸
筒
の
経
営
ト
ッ
プ
を
務

め
る
の
は
、
湯
浅
祥
弘
社
長
。
京
都
大
学

工
学
部
を
卒
業
後
、
松
下
電
器
産
業
（
現

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）
に
入
社
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
北
米
本
社
上
席
副
社
長
や
ヘ
ル
ス
ケ
ア

北
米
社
社
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
後
、
創

業
家
に
期
待
さ
れ
て
昭
和
丸
筒
に
移
籍
、

2
0
1
5
年
、
社
長
に
就
任
し
た
。

　

4
年
後
に
創
業
1
0
0
年
を
迎
え
る
昭

和
丸
筒
。
長
い
歴
史
の
な
か
で
特
筆
す
べ

き
出
来
事
を
聞
く
と
、
湯
浅
社
長
は
「
1
9

5
5
年
に
紙
管
の
研
究
室
を
設
立
し
た
こ

と
」
と
答
え
た
。
当
時
、
町
工
場
の
よ
う

な
企
業
に
、
大
企
業
並
み
の
研
究
に
特
化

し
た
部
署
を
設
け
、
専
任
者
を
配
置
す
る

の
は
き
わ
め
て
珍
し
い
こ
と
だ
っ
た
の
で

は
、
と
話
す
。

夢
の
新
素
材「
Ｃ
Ｎ
Ｆ
」に
挑
戦

　

紙
管
、
巻
き
芯
と
い
っ
た
製
品
で
強
い

支
持
を
得
て
い
る
昭
和
丸
筒
だ
が
、
次
代

に
結
び
つ
く
事
業
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
の
は
、
Ｃ
Ｎ
Ｆ
（
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ

ァ
イ
バ
ー
）
製
品
の
実
用
化
。
Ｃ
Ｎ
Ｆ
と

は
、
紙
の
原
料
と
な
る
パ
ル
プ
を
ナ
ノ
単

位
に
ま
で
砕
き
、
再
生
成
し
た
も
の
で
、

重
さ
は
鋼
鉄
の
5
分
の
1
と
軽
い
の
に
、

強
度
は
5
倍
も
あ
る
と
い
う
夢
の
新
素
材
。

日
本
は
森
林
資
源
が
豊
富
な
た
め
、
量
産

で
き
る
可
能
性
が
あ
る
素
材
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
Ｃ
Ｎ
Ｆ
を
使
っ
た
軽
量
自
動
車

の
実
現
を
目
指
す
、
環
境
省
の
事
業
で
あ

る
「
Ｎ
Ｃ
Ｖ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
画
。

今
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
「
東
京
モ
ー
タ

ー
シ
ョ
ー
」
で
は
、
昭
和
丸
筒
製
の
部
材

を
搭
載
し
た
自
動
車
が
出
品
さ
れ
る
。
ほ

か
に
フ
ル
ー
ト
や
バ
ッ
ト
な
ど
を
試
作
し

た
こ
と
も
あ
り
、
今
後
、
Ｃ
Ｎ
Ｆ
を
加
工

し
た
意
外
な
製
品
が
登
場
す
る
か
も
し
れ

な
い
。

　

ま
た
昨
年
6
月
に
は
、
精
密
な
画
像
検

査
機
の
製
造
・
販
売
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。
自
社
で
販
売
す
る
、
医
療
向
け
樹

脂
製
品
の
検
品
を
行
う
設
備
だ
。
40
年
以

上
、
従
業
員
が
目
視
で
検
査
を
行
っ
て
い

た
が
、
機
械
に
よ
る
自
動
化
に
成
功
、
不

良
品
流
出
ゼ
ロ
を
実
現
し
た
。
そ
れ
ま
で

不
可
能
と
さ
れ
、
い
わ
ば
業
界
の
常
識
を

覆
し
た
画
期
的
な
製
品
で
あ
る
。
自
社
で

使
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
各
業
種
に
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
し
た
製
品
を
外
販
し
た
と
こ
ろ
、

医
薬
品
や
食
品
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な
業

界
か
ら
引
き
合
い
が
増
え
て
お
り
、
同
社

で
は
手
応
え
を
得
て
い
る
。

　

独
自
技
術
と
創
意
工
夫
で
ユ
ニ
ー
ク
な

製
品
を
世
に
送
り
出
し
て
き
た
昭
和
丸
筒
。

主
力
製
品
に
と
ら
わ
れ
ず
新
た
な
ニ
ー
ズ

に
も
挑
む
、
進
取
果
敢
の
精
神
が
同
社
の

イ
チ
バ
ン
の
強
み
と
言
え
そ
う
だ
。

食品ラップ用紙筒や繊維・フィルムの巻き芯、建材用円筒容器
など、紙管、樹脂製品の製造・販売を手がける昭和丸筒。
製品のなかには、それぞれの分野でトップシェアを誇り、
われわれが普段の生活で目にするものも多い。
創業以来受け継いできた創意工夫の精神と独自技術で、
競争力のある製品を世に送り出している。

昭和丸筒

世の中に不可欠な製品を提供し
多くの産業分野に貢献

創業以来の技術、多
彩な製品を集めたシ
ョールーム兼歴史資
料館「昭和ミュージ
アム」にて。手前は、
「セルロースナノファ
イバー」を用いてつ
くられた自転車（中
央が湯浅祥弘社長）

1930年ごろにつく
られていた乾電池の
外装用の手巻き筒と
電池の紙箱

農林省（当時）の指
定工場として、有害
鳥獣を駆除するため
の猟銃に使う紙管製
薬莢も生産していた
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